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センサーとは何か？:　電子化、IoT 化のための基礎知識

センサーとは、物理的、化学的な現象を電気

信号やデータに変換して出力するデバイスや

装置で、エレクトロニクス・アプリケーション

の「知覚」としての役割を果たしています。 

人間が視覚や聴覚などによって知覚した情

報をもとに行動するように、エレクトロニク

ス機器も知覚装置であるセンサーにより情

報を収集し、それを表示したり、それに基づ

いて作動しています。  

センサーは、ファクトリーオートメーションな

どの産業分野をはじめ、航空機や自動車など

の交通機関、家電、さらにはパソコン、スマー

トフォン、デジタルカメラなどのデジタル機器

にも活用されています。 特に、IoTにとっては、

センサーは必要不可欠です。IoT機器を開

発する上では、多数のセンサーの中から、最

適なセンサーを選ぶことが非常に重要になっ

てきています。センサーを知ることが IoTを

構築する上での第一歩となっているのです。  

センサーには、光や音、温度・湿度、圧力、距

離、電気、磁気、速度、加速度、角速度などの

物理的な現象を測定するセンサーだけでな

く、大気中のガスなどを測定したり、溶液な

どの組成を調べる化学センサーがあります。 

また、構成する材料面からセンサーを分類す

ると、物理量の変化による半導体素子の性質

変化を用いる半導体センサーや、生体物質を

用いるバイオセンサー（酵素センサー、微生

物センサー、免疫センサー）などがあります。

「センサー」は、IoTの入り口
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測定目的に最適なセンサーを
選ぶことがポイント

今日では、知覚したい現象に応じて、多数のセンサーが開発されています。

どのような現象を測定したいのか、

その目的に最も適したセンサーを選ぶことが肝心です。

ここでは、主なセンサーの概要を紹介します。

光センサー 温度センサー 湿度センサー 音センサー 圧力センサー 磁気センサー

まずは、光センサーです。

フォトダイオードの後段にト

ランジスタをつけたフォトト

ランジスタ、0.78μm以上の

波長の電磁波を電気信号に

変換する赤外線検出器、

CCDやCMOSな ど の イ

メージセンサー、光の性質を

利用して物体の有無や表面

状態の変化などを検出する

光電子センサーがあります。

温度を検知するためのセン

サーとしては、設定された温

度を保つように働くサーモス

タット、電子システムの温度

を監視し、温度の異常上昇

からシステムを保護するため

の基板取付型温度センサー、

低温域から高温域までの測

定が可能な熱電対、測温抵

抗体などの工業用温度セン

サーがあります。

圧力センサーには、音波のよ

うに高速で変動する圧力を

測定する動的計測方式と水

深や圧力容器の内圧を計測

する静的測定方式がありま

す。また、超高圧か常圧か低

圧かなど、圧力の強度によっ

てもそれぞれに適した計測

方法があります。

湿度センサーには、大きく分

けて高分子静電容量式と高

分子抵抗式の二種類があり

ます。 どちらも、湿分を吸湿、

脱湿する感湿材を使用して

いますが、変換した電気信号

を電気容量でとらえるのが

高分子静電容量式湿度セン

サー、電気抵抗でとらえるの

が高分子抵抗式湿度セン

サーです。現在では、高分子

静電容量が主流となってい

ます。

音センサーは、音の振動を計

測するセンサーです。その振

動を検出するのに、電磁誘導

や圧電効果、振動板の静電

容量の変化を利用した方式

などがあります。

磁石や電流が発する磁気、さ

らに地磁気などの大きさや

向きを計測するのが磁気セ

ンサーです。磁気には、さま

ざまな強度があるため、それ

に応じて、コイル、ホール素

子、磁気抵抗素子から超伝

導量子干渉素子まで沢山の

種類がラインアップされてい

ます。
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センサーの活用で、アプリケーションの未来を拓く

センサーは今日、大きな進化をみせています。小型・

高性能化、複合化されたセンサーが開発され、それに

伴って活用範囲も大きく広がっています。  例えば、気

圧や温度などを測定できる小型のデジタル複合セン

サーが登場し、すでにスマートフォンやウェアラブル機

器、ドローンなどに組み込まれています。 また、XYZの

3軸方向の加速度を計測できる加速度センサーは、

ゲームコントローラなどに活用されています。 産業関

連の IoTでは、非接触センサーが注目を集めています。

さまざまなデータの計測が非接触で行なえ、検出対象

物の磨耗や損傷の心配もないからです。非接触セン

サーには、赤外線や磁気、光学センサーなどさまざま

な方式が使われています。なかでも、放射熱を検知し

て温度を測定する光高温度センサーは、工場などで数

多くの商品の温度を、同時にかつ瞬時に計測すること

が可能になるため、多くの工場で採用が進んでいます。  

産業界では、周波数が 30GHz ～ 300GHzの電磁波

を活用したミリ波センサーも注目されています。ミリ

波は、周波数帯が非常に高いため直進性が強く、電波

でありながらレーザのように扱うことができます。こ

のため、特に車載や産業機器への応用が期待されてい

ます。 さらに、カメラで撮影した画像をソフトウェアで

分析・照合する顔認証センサーは、ビルの入退出管理、

空港での出入国審査、コンサートの入場チェックなど

でも活用されています。 タッチセンサーで読み取った

指紋情報を分析して、あらかじめ登録されている指紋

情報と照合する指紋認証も普及しています。 赤外線を

読み取るセンサーを利用したサーモグラフィ、味覚セ

ンサー、ガス漏れ検知器などの形で、家庭生活にもセ

ンサーの応用領域が広がっています。 センサーを上手

に活用することで、エレクトロニクス・アプリケーショ

ンの未来はさらに広がっていきます。

様々なシーンで使われるセンサーのイメージ（アプリケーション）
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お問い合わせ先

https://www.macnica.co.jp/business/semiconductor/support/others/mono_contact/

ご相談フォーム

＼CLICK／＼CLICK／
新規市場開拓、新製品開発を推進するため、製品・

サービスを電子化、IoT 化することをご検討して

いる企業様には、最適な製品選定から、導入方法

まで、わかりやすくご説明させていただきます。

ぜひお気軽にご相談ください。
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